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産婦人科領域におけるT-3262の 臨床的検討
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新 しい ピリ ドンカルボ ン酸系抗菌剤であ るT-3262の 産婦人科 領域 におけ る臨床的検討 を行 い,

次のような結果 を得た。

1)本 剤1回150mg,1日2な い し3回 を4～14日 間,16例 に投与 し,12例 で臨床的 に有効

以上 と判定 された(著 効1例,有 効11例,無 効2例,不 明2例)。

2)細 菌学的効果 は6例 で検討 し,そ の結果,4例 が菌消失,1例 が一部消失,1例 が菌交代 で

あった。

3)副 作用は1例 に皮膚発疹 と痒,臨 床検査値異常は1例 に軽度 の好酸球増加 がみ られた。

以上 よ りT-3262は,産 婦人科領域感染症 に対 して有用 と判断 された。
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ピ リドンカル ボ ン酸 系薬 剤 は,グ ラ ム陰 性 菌 に 抗 菌 力

を もつ 合成抗 菌薬 と して研 究 開 発 が 行 わ れ て き た 。 今

回,グ ラ ム陽 性 菌 をは じめ グ ラム陰 性 菌,嫌 気 性 菌 に 対

し広範 囲な抗 菌 ス ペ ク トル を有 し,強 い抗 菌 力 を 示 す と

され,ま た,1,8-ナ フチ リ ジ ン 環 の1,7位 に それ ぞれ

新規 に2,4-ジ フル オ ロフ ェ 繭ル 基 お よび3-ア ミ ノ ピ ロ

リジニル基 を有 す る 新 しい ピ リ ドソ カル ボ ン酸 系抗 菌 剤

T-3262(Fig.1)1)を 婦 人 科 性器 感 染 症 に対 し て 投 与 し

若干 の知見 を 得た の で報 告 す る。

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

1.研 究 方 法

1.対 象お よび投与方 法

昭和61年11月 か ら昭和62年4月 までの間に,旭

川医科大学付属病 院産 婦人科 お よびその関連 施設 で主に

外来 にて加療 した産婦人科領域におけ る感染症患者 に,

患者 の 同意を得てT-3262を 投与 した。 投与量は1回

150mgを1日2な い し3回,4な い し14日 間の食後投

与 を行 った。投与期間は,病 態 に応 じ主治医 の判断 に よ

り決定 された。 また,原 則 として併用薬剤は使用 しなか

った。対象疾患は,内 性器感染症 として,子 宮 内膜炎5

例,卵 管炎4例,卵 管留膿腫1例,外 性器感 染症 として

パル トリン腺炎1例,外 陰部膿 瘍2例,尿 道 周囲膿瘍1

例,そ の他 として膀胱 炎1例,腔 断端 炎1例 の 合計16

例 であ った(Table1)。

2.検 討項 目お よび効果判定

臨床効果は主 として症状 の推移か ら主治医が判定 し,

体 温,白 血球数,CRP,血 沈 などの検査値 も参考 として

用い られ,著 効,有 効,無 効 の3段 階 で判定 した。細菌
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学的効果は,本 剤投与前後 に可能な限 り細菌 学的検索 を

行い判定 した。 また,安 全性は,投 与 中お よび投与後 の

自他覚症状ならびに肝機能,腎 機能 な どの検査値 の異常

の有無か ら,検 討を行 った。 以上 よ り,主 治医が有用性

を,極 めて有用,有 用、やや有用,有 用 とは思わな い,

好ましくないの5段 階 で判定 した。

II・ 研 究 成 績

産婦人科領域感染症16例 にT-3262を 投与 し,そ の

成績の概要をTable1に 示 した。

臨床効果は,内 性器感染症10例 中1例 が著効,5例

が有効,2例 が無効,2例 が不 明であ った。不 明 と判定

された2例 は,副 作用出現に よる投与中止例 と,投 与4

日目に来院時症状改善がみ られたが,投 薬継続後 来院せ

ず,最 終的には判定がで きなか った例 であ る。 外性器感

染症6例 は,全 例有効であった。投与中に症状の増悪 し

た症例は認められ なか った。

細菌学的効果では,治 療前 に起炎菌 と思われ る細菌が

検出されたものは9例 で,細 菌学的効果を判定 し得たの

は6例 で,4例 が陰性化,1例 が一 部消失,1例 が菌交

代であった。

副作用は,1例(No.2)に 皮膚発疹 と痒が 見 られた

が,投 与中止後,抗 ヒスタ ミン剤の投与 に より,す みや

かに消失 した。 また,臨 床検査値異常 は,1例(No.5)

に好酸球の軽度 の増加 を認めた以外,異 常変動は認め ら

れなかった(Table2)。

有用性は,16例 中11例(6996)が 有用以上 であ っ

た。

III・ 考 察

産婦人科領域の感染症,特 に内性器感染症にお いては

当該部位か ら直接細菌 を分離 し,起 炎菌 を同定す ること

は 困難 で あ る。 ま た,起 炎 菌 も、 好 気性 か ら嫌 気 性菌 さ

ら に混 合 感 染 と広 い範 囲 に お よぶ の で,治 療 目的 で抗 生

剤,抗 菌 剤 を投 与 す る場 合,薬 剤 は,広 い抗 菌 ス ペ ク ト

ル を有 す る こ とが 望 ま しい。 臨 床 分 離 株 に 対 す るT-

3262の 抗 菌 力 をnorHoxacin(NFLX),oaoxacin(OF

LX)お よびciproHoxacin(CPFX)と 比 較 検 討 した 報 告1}

で は,本 剤 は グ ラ ム陽 性 菌 お よび グ ラ ム陰 性 菌 に対 し広

範 囲 な 抗菌 スペ ク トル を 示 し,多 くの 菌 種 で対 照 薬 よ り

優 れ た 抗菌 力 を示 す と され て い る。 特 に メ チ シ リン耐 性

StapHylococcusaureus,Enterocacm5fUcalisを 含 む グ

ラム陽 性 菌,EbcH6ricHiacoh,Kl6bsiellapmumaniae,

Branhamella catarrhalis, Haemophilus influenzae,

Pseudomonas aeruginosa, Acinetobacter calcoaceticus

お よびBactmide3fra8ilisに 対 し,T-3262は 著 しく優

れた抗菌力 を示す といわれ ている。今回,T-3262の 産

婦人科領域感染症 に対す る臨 床 的 検 討 を行 った。臨床

効果 は14例 につ いて検討 でぎ,う ち12例 に有効以上

と判定 され、有効率は86%と 優れた成績 であ った。細

菌学的効果 の検討が可能 であ った のは6例 で,う ち4例

が菌消失,う ち1例 が一部消失,1例 が菌交代 とい う結

果 を示 した。以上の よ うに検討症例は少なか ったが,産

婦人科領域 におけ る効果が期 待で きる成 績であ った。

副作用 と しては,1例 の皮膚発 疹 と痒,臨 床検査値異

常 と しては,1例 の好酸球増多以外には認め られなか っ

た。

以上 よ り,T-3262は 極め て安全 性の高 い,外 来投与

に有用 な薬剤 と思われ た。
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We performed clinical studies on T-3262, a new oral quinolone-carboxylic acid derivative antimic-
robial agent, in the field of obstetrics and gynecology, and obtained the following results.

1) When T-3262 was administered in doses of 150 mg two or three times a day for 4-14 days
to 16 cases, the therapeutic effect was good or bettar 12 (excellent 1, good 11, poor 2, unknown
2).

2) The bacteriological response was studied on 6 cases. The causative organisms were eliminated
in 4 cases, partially eliminaed in 1, and replaced in 1.

3) As to adverse reactions, eruption and pruritus were noted in one case, and in laboratory
findings slight elevation of eosinophils in another.

From our results, we believe that T-3262 is useful against infections in obstetrics and gynecology.


